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取水放流工

思川開発建設所 〒322-0305 栃木県鹿沼市口粟野839-2 TEL: 0289-85-1110 FAX: 0289-85-1211

安全で良質な水を安定して安くお届けする 独立行政法人 水資源機構 思川開発建設所

思川開発のことをもっと知りたいなら・・

事業や地域情報の紹介をしています。ホームページでもご覧下さい。（思川開発事業で検索)

流域をつなげる水資源開発

専門家の指導・助言を得て、希少動植物や豊か

な生態系の保全を図りながら事業を進めています。

環境に配慮した取り組み ■ 動物移動通路の設置

■ 南摩ダム 断面図

導水路と南摩ダム

南摩ダムはコンクリート表面遮水壁型ロックフィルダム（ＣＦＲＤ）です。この

ダムは、ダム貯水池側にコンクリート壁を造り、その壁で水を止めます。

ひょうめん しゃすいへき がた

南摩ダムの諸元

型式 ｺﾝｸﾘｰﾄ表面遮水壁型ﾛｯｸﾌｨﾙﾀﾞﾑ

高さ 86.5ｍ

堤体積 約240万ｍ3

総貯水容量 約5,100万ｍ3

有効貯水容量 約5,000万ｍ3

導水路の諸元

黒川導水路 延長約3km, 最大通水量8ｍ3/s

大芦川導水路 延長約6km, 最大通水量20ｍ3/s

近代的工法 によるＣＦＲＤ

思川開発事業では、黒川や大芦川と南摩ダ

ム貯水池とを導水路で結び、河川の水が多い

ときは取水導水によりダムに水を貯め、少な

いときはダムから河川に水を補給することで、

水を融通して効率的に水資源の活用を図り

ます。また、ダム下流の南摩川や思川の河川

の水が少ないときには、ダムから河川に水を

補給します。

事業の特徴

環境の保全
■ 希少植物の移植

※近代的工法とは？
過去は投石により、ダム本
体の密度を高めて（締固め）
いましたが、近年は大型機
械を使うことにより、十分
な締固めができる工法を採
用しています。

※

完成予想図

流域をつなぐ

思川開発事業
流域をつなぐ

思川開発事業

画像ⓒ2017Google、Landsat/Copernicus、Data SIO,NOAA,U.S,Navy,NGA,GEBCO、Data LDEO-Columbia,NSF,NOAA、地図データⓒ2017 ZENRIN
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南摩川 (ピーク時)

治 水

栃木県、鹿沼市、小山市、古河市、五霞町、

埼玉県及び北千葉広域水道企業団の水道用水

として、最大で毎秒２．９８４立方メートル

を新たに供給します。

利 水

南摩ダム及び導水路によって、既得用水の安定

化および河川環境保全などのための流量の確保を

行い、渇水による瀬切れ を解消します。

流水の正常な機能の維持

必要な水道用水を供給します

ダム・導水路からの補給(イメージ)

ダム・導水路からの補給(イメージ)

南摩川での渇水

大芦川での渇水

■ダムの洪水調節イメージ

■河川流量の確保のイメージ

※既得用水とは？
農業などにおいて、河川からの取水が既に認められている
用水です。

※ 瀬切れとは？
流水が途切れてしまう状態のことです。瀬切れは、生物や
漁業、景観、レジャー等に悪影響を及ぼします。

南摩ダム

茨城県

栃木県

埼玉県

東京都
千葉県

鹿沼市

栃木県

小山市

古河市

五霞町

埼玉県

北千葉広域水道企業団

■水道用水の供給量

■水道用水の供給地域

事業の目的事業の目的 河川の洪水被害や水不足に対処するための３つの役割

東京ドーム４杯分 (500万m3)
をダムに貯めます

＜最大流入量＞
ダムへ流れてくる水量

１３０ｍ3/s

＜最大流入時の放流量＞
下流の河川へ流す水量

５ｍ3/s 南摩ダム

南摩ダムはダム地点の計画流量の毎秒１３０

立方メートルのうち、毎秒１２５立方メートル

をダムに貯め込み、下流には毎秒５立方メート

ルだけを流下させ、下流河川での洪水を減らす

ための一翼を担います。

洪水から生命・生活及び財産を
守ります

■南摩川の状況 (左：平常時 右：増水時)

南摩川 (ピーク
から７時間後)

関東・東北豪雨時の南摩川 (増水時)

関東・東北豪雨時
の豊年橋
(ﾀﾞﾑから5km下流)

南摩川 (ピーク時)

いつもの南摩川 (平常時)

既得用水 や河川環境などのため
の水を補給します

※

※


